
令和7年2月末の人の動き
人　口 前月比

総人口：46,542人 12
　 菊池：23,071人 －24
　 七城： 4,893人 3
　 旭志： 4,011人 －2
　 泗水：14,567人 35
男　性：22,403人 16
女　性：24,139人 －4
世　帯： 20,594世帯 42

年齢別人口 
0～14歳 5,598人 12%
15～64歳 24,795人 53%
65歳以上 16,149人 35%

自然増減 社会増減
出  生：18 転  入：182
死  亡：65 転  出：130

Contents ～今月号の掲載項目～

今月の表紙
泗水町南田島の障がい者支
援施設サニーサイドでは就
労活動の一環として週2回、
絵画制作に取り組んでいま
す。アートを通じて障がい
のある人への理解を深めて
もらおうとギャラリーも常
時併設。利用者の皆さんは
大胆な構図と豊かな色使い
で缶やビン、花などを描い
ていました。（関連４～７㌻）

菊池市の情報発信

菊池市の公式アプリケーション

きくち防災・行政ナビ

ホームぺージ フェイスブック エックス インスタグラム

菊池市ごみ分別アプリ

※ 読み取りができないときは、他の二次元コードを隠して読み取ってください

３ 菊池人　芹川幸良子さん

４ 【菊池地域合同特集】 障がいと合理的配慮
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SDGs 通信 わたしたちにできること
花のまちづくりガーデニングコンテスト2025
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健康だより 朝食を食べましょう！／歯ッピーキッズ
国民年金情報／献血のお知らせ／介護予防ミニ講座
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文芸きくち
KiCROSSだより

１4
15

人権・同和教育シリーズ／農業委員会だより
守り継がれる無形民俗文化財／国史跡 菊池氏遺跡
産官学金でまちづくり
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情報つう
▼お知らせ　４月分から各種手当額を改定します／春の狂犬病
予防集合注射と犬の登録を実施します／「菊池市土地バンク」
制度／固定資産の価格を知りたい皆さんへ／物価高騰対応重
点支援給付金申請について／国民健康保険人間ドックの助成申
し込みを受け付けます／児童生徒の就学費用を援助します／ハー
トフルパスの申請・交付／４月は若年層の性暴力被害予防月間
です／水迫里山の家に業務用洗濯機とガス乾燥機を設置
▼募集　「地域未来塾」学習支援員を募集します／統計調査員
を募集しています／金婚夫婦表彰者の受け付けをしています／
地域づくりを推進する団体などへの補助制度／菊池管内環境
活動協議会の会員を随時募集しています／熊本県地球温暖化
防止活動推進員を募集します／「二十歳を祝う集い」実行委員
を募集します／危険物取扱者試験
▼相談　ひとりで悩まないで男女共同参画専門委員相談／予
約制による納付相談夜間窓口を開設します／困難を有する子ど
も・若者の相談窓口を開設しています／もの忘れ相談会／認知
症介護家族のつどい
▼講演・講習　さわやか健康教室／認知症サポーター養成講
座／要約筆記者養成講座／いきいき元気サポートラボ講座／
手話奉仕員養成講座
▼イベント　遊ぼう・学ぼう児童センター／わいふ一番館展示
ギャラリー／絵手紙体験会を開催します

２1 市民の広場
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高校魅力化全力通信
菊池っ子だより

24 TOPICS～まちの話題～
26
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市長からのメッセージ／休日在宅当番医
ハッピーバースデー／菊池市赤ちゃんの駅登録施設紹介

有機農業の発展へ

宣言に伴う施策の主な内容

　菊池市は「オーガニックビレッジ宣言」を行
い、自治体を挙げて有機農業の普及に努めます。
オーガニックビレッジは、農林水産省の計画の
もと、有機農業の生産から消費までを地域ぐ
るみで取り組む自治体のことで、県内で３番目
の宣言となります。さらなる有機農業の発展
により、持続可能な農業の確立を目指します。

【問い合わせ先】
農政課　☎0968（25）7221

KIKUCHI
or

ganic village

市の有機農業面積203㌶（令和５年度）
　  令和11年度までに278㌶へ目 標

新規就農者の確保や人材育成
有機 JAS や環境王国菊池生産基
準のサポート

生 産

学校給食での有機農産物利用拡大
市内での販売・利用拡大流通・消費

市内飲食店や宿泊施設などと連携
既存イベントとの連携連 携

ホームページに詳細を掲載しています。

ホームページ

「菊池人」
希望者を募集します
　新しいことに挑戦している人、
伝統を受け継いでいる人など、菊
池で頑張っている人を募集します。
本市在住であれば自薦・他薦は問
いません。詳しくは市長公室まで
お問い合わせください。

問い合わせ先
　市長公室広報交流係
　☎ 0968（25）7252
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が
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里
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熊本県里親会副会長

芹川 幸良子さん

1_ 昨年１０月には夫・博
ひろ

文
ふみ

さんと一緒に（公財）全国里親会から表彰された。自宅の庭
を開放して里親の茶話会も行っている ２_ 英語の非常勤講師として菊池女子高校に勤
務する ３_「家族は私を支えてくれる最強で最高の応援団です」と芹川さん

あなたは
一人じゃないよ
Profile　せりかわ・さよこ
昭和４２年１月１２日生まれ。山鹿市出身。熊本大学教育学部
を卒業後、菊池南中に英語教諭として赴任。結婚を機に退職
するも菊池市を中心に非常勤講師として教壇に立つ。平成
14年に里親登録後、短期里親や一時保護などで10人以上の
子どもを預かる。平成29年～令和３年には市教育委員を務
めた。里親家庭で育った子どもの自立支援をサポートする認
定ＮＰＯ法人「ブリッジフォースマイル」にも携わる。夫と大
学生、中学生の子どもと４人暮らし。袈裟尾区在住。58歳。

【里親制度】　親元で暮らせない子どもを、自治体に登録し
た里親が原則１８歳まで自宅で預かる制度。法律上の家族関
係は生じず、受け入れ期間は子どもの置かれた状況で変わる。
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